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第1四半期決算ハイライト

25/3期1Q 26/3期1Q
前年同期比

（単位：百万円） 率 率

売上高 6,694 6,586 -1.6%

売上原価 3,505 52.4% 3,584 54.4% 2.2%

売上総利益 3,189 47.6% 3,002 45.6% -5.9%

販売管理費 2,462 36.8% 2,549 38.7% 3.5%

営業利益 726 10.9% 452 6.9% -37.7%

経常利益 824 12.3% 539 8.2% -34.6%

特別損失 - - 445 6.8% -

親会社に帰属する
四半期純利益 517 7.7% -281 - -

米国の関税措置の影響や自動車業界の生産動向の先行き不透明感もあり、設備投資は
抑制傾向が続いており、売上高はわずかながら前年同期比で減少しました。
工場移転に伴う稼働率低下および、特別損失として計上した移転に伴う一時費用等の影
響により、四半期純利益は赤字となりました。
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迅速流体継手
自動車業界向け製品が低調の一方で、生成AIの普及に関連する半導体製造装置向け製
品および産業機械・建設機械向け製品の需要増により増収。利益は、材料費の高騰に
伴う製造原価の増加により減益。

機械工具
国内外の売上げが減少。工場移転に伴う稼働率の低下による製造原価と販管費の増加
により減益。

リニア駆動ポンプ
国内における機器組み込み用ポンプの需要減少により減収減益。

建築機器
欧米のデータセンター向け引き戸クローザが好調であることや工場移転前の受注増、
新規ユーザーの獲得、価格改定効果もあり、増収増益。

事業別業績

業績予想
現時点で米国の関税措置の業績への影響を定量的に見積もることが困難であるため、
業績予想の期初（2025/5/15公表）から変更はしておりません。
なお、移転に伴う費用は第2四半期以降は新たに発生しない見込みです。
今後、状況が明らかになり次第、速やかに業績予想の見直しを行う予定です。

以上
IRサイト

当社HPのIRサイトでは、株主・投資家の皆様へ積極的に
情報を発信しております。ぜひご覧ください。
https://www.nitto-kohki.co.jp/ir/

（単位：百万円） 25/3期1Q 26/3期1Q 前年同期比

売上高
迅速流体継手 2,920 2,941 0.7%

機械工具 2,169 2,084 -3.9%

リニア駆動ポンプ 1,079 1,002 -7.1%

建築機器 525 557 6.2%

セグメント利益
迅速流体継手 467 464 -0.7%

機械工具 233 -53 赤転

リニア駆動ポンプ 44 35 -20.7%

建築機器 -18 6 黒転

（単位：百万円） 26/3期2Q 前年同期比 26/3期通期 前期比

売上高 13,600 0.8％ 29,290 7.5%

営業利益 240 -82.7% 600 -74.4%

経常利益 300 -79.7% 740 -70.5%

親会社に帰属する
当期純利益 260 -72.3% 650 -51.7%
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